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このガイドについて 

このガイドでは、このコンピューターの機能およびハードウエアのアップグレードについて説明しま 
す。 


么 警告！ その指示に従わないと、人体への傷害や生命の危険を引き起こすおそれがあるという警告事 
項を表します。 

么を 意： その指示に従わないと、装置の損傷やデータの損失を引き起こすおそれがあるというを意事 
項を表します。 

g " を記： 重要な補足情報です。 
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1 製品の特長 


標準構成の機能 

HP Compaq 省スぺース型 コン ピューターの機能は、モデルによって異なる場合があります。お使い 
の コン ピューターに取り付けられている ハードウ X ア および インス トールされている ソフトウエア 
の一覧を表示するには、診断用ューティリティを実行します（一部のモデルの コン ピューターにのみ 
付属しています）。 

陵^を 記 ： HP Compaq 省スぺース型コンピューターは、織置きで使用することもできます。詳しくは、 
このガイドの 14ぺージの「綿置きでの省スぺース型コンピューターの巧拓」 を参照して〈ださい。 

図 1-1 HP Compaq 省スぺース型コンピューターの構成 



標準構成の機能 
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フロントパネルの各部 

ドライブの構成はモデルによって異なります。1つまたは複数のドライブベイを覆う、ドライブべ 
イカバーが装着されているモデルもあります。 

図 1-2 フロントパネルの各部 

Q 〇〇 QO 〇 〇 



〇 〇 0 


表 1-1 フロント パネルの各部 


1 

5.25 インチオプティカルドライブ 

6 

USB (Universal Serial Bus ) コネクタ 

2 

オプティカルドライブランプ 

7 

マイクコネクタ 

3 

オプティカルディスク取り出しボタン 

8 

3.5 インチメディアカードリーダー（才 
プシヨン） 

4 

電源ボタン 

9 

ハードディスクドライブランプ 

5 

電源ランプ 

10 

へツ ドフナンコネクタ 

を記： 電源が入っていると、通常、電源ランプは緑色に点灯します。コンピューターにトラブルが発生している 
場合は電源ランプが赤色で点滅し、その点減パターンで診断コードを表します。 
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メディアカードリーダーの各部 


メディアカードリーダーは、一部のモデルでのみ使用できる別売のデバイスです。メディアカー 
ド リーダーの各部の位置については、な下の図と表を参照してください。 

図 1-3 メディアカードリーダーの各部 


〇 9 9 9 夕 

■■■■■ 



〇 

〇 

表 ！- 

2 メディアカード 

リーダーの各部 

番号 

スロット 

メディア 

1 

xD 

• xD ピクチャーカード 



( xD ) 

2 

MicroSD 

• MicroSD ( T - Flash ) • MicroSDHC 

3 

メディアカードリー 
ダーランプ 



SD/MMC+/miniSD 


SD (Secure Digital ) 

SDHC (Secure Digital 
High Capacity ) 

MiniSD 


MiniSDHC 

マルチメディアカー 

ド ( MMC ) 

Reduced Size マルチ 
メディアカード （RS 
MMC ) 


マルチメディアカー 

ド 4.0 (MMC Plus ) 

Reduced Size マルチ 
メディアカード 4.0 
(MMC Mobile ) 

マルチメディアカー 
ド マィクロ （MMC 
Micro ) (アダプター 
が必要） 


5 

USB 

• USB (Universal Serial 




Bus ) コネクタ 


6 

CompactFlash I/ll 

• CompactFlash 力ード • 
Type 1 

CompactFlash 力ード • MicroDrive 

Type II 


7 MS PRO/MS PRO 

• メモリースティック 

• メモリースティック 

• メモリースティック 

DUO 

CMS ) 

Select 

PRO Duo (MS PRO 


• MagicGate メモリー 

• メモリースティック 

Duo ) 


スティック （ MG ) 

Duo CMS Duo ) 

• メモリースティック 


• MagicGate メモリ 

Duo 

• メモリースティック 

PRO ( MS - PRO ) 

PRO-HG Duo 

• メモリースティック 




Micro CM 2) (アダプ 
ターが必要） 


メディアカードリーダーの各部 


3 
















リアパネルの各部 

図 1-4 リアパネルの各部 

9巧巧 Q 



表 1-3 リアパネルのを部 


1 

up 

RJ -45 ネットワークコネクタ 

6 

画 

DVI - D コネクタ 

2 

〇 

VGA モニター コネクタ 

7 


PS /2 マウスコネクタ（緑色） 

3 

にに u 

シリアルコネクタ 

8 

國 

PS /2 キーボードコネクタ（紫色） 

4 


電源コードコネクタ 

9 

ゴ 

ラインアウトオーディオコネクタ電 
源供給機能付きオーディオ機器用（緑 
色） 

5 


Universal Serial Bus ( USB ) 

10 

ゴ 

ラインインオーディオコネクタ（青 
色） 


を記： 追加シリアルコネクタおよびパラレルコネクタはオプションとして提供予をです。 

おほいの コン ピューターにグラフィックスカードが取り付けられている場合、システムボード上のモニター コ 
ネクタは無効に設をされています。 

システムボードスロットのどれかにグラフィックスカードが取りせけられている場合、グラフィックスカード 
のコネクタおよびシステムボードのコネクタを同時に使用することも可能です。両ちのコネクタを使用するに 
は、一部の設をを[コンピューターセットアップ （ F 10) ューティリティ]で変更する必要があります。 
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キーボード 

図 1-5 キーボードの各部 



表 1-4 キーボードのを部 


1 

フアンクシヨンキー 

この機能は、お使いのアプリケーションソフトウェアによって異なります 

2 

編集キー 

ここには、 [ Insert ]、[ Home]、[Page Up ]、[ Delete ]、[ End ] および [Page Down ] の各 
キーがあります 

3 

ステータスランプ 

コン ピューターおよびキーボード設定のステータスを示します (Num Lock、Caps 
Lock 、 および Scroll Lock ) 

4 

数字キー 

電卓のテンキーのように使巧できます 

5 

矢巧キー 

文書ファイルやワークシート、または Web サイト内を移動するときに使用しま 
す。キーボードのキーを押すことによって、マウスを使巧しないで画面内を上下 
左右に移動できます 

6 

Ctrl キー 

別のキーと組み合わせて使用します。機能は、使用しているアプリケーション 
ソフトウ X アによって異なります 

7 

アプリケーションキー 1 

マウスのちボタンと同巧に、 [ Microsoft ® Office ] アプリケーション内でポップ 
アップメニューを表示させるために使用します。また、別のソフトウェアアプ 
リケーションでは別の機能を実行することもできます 

8 

Windows ® □ゴキー ' 

Microsoft Windows の[スタート]メニューを開くために使用します。他のキーと 
組み合わせて使巧すると、別の機能を実行できます 

9 

Alt キー 

別のキーと組み合わせて使用します。機能は、使用しているアプリケーション 
ソフトウェアによって異なります 


1一部の地域でのみ使用可能なキーです。 


A —ボ—卜 


5 


































Windows ロゴキーの使用 

Windows □ゴキーを他のキーと組み合わせて、 Windows オペレーティングシステムで利用できる 
さまざまな機能を実行できまず 。 Windows ロゴキーの位置については、 5ぺージの「キーボード」 
を参照してください。 

表 1-5 Windows ロゴキーの機能 


の•下の Windows ロゴキーの各機能は 、 Microsoft Windows XP、Microsoft Windows Vista ®、 および Microsoft 
Windows 7 に対応しています。 

Windows ロゴキー 

Windows の [スタート] メニューを表示または非表示にします 

Windows □ゴ+ D キー 

デスクトップを表示します 

Windows □ゴ+ M キー 

開いているすべてのアプリケーションを最小化します 

Shift + Windows ロゴ+ M キー 

最小化したすべてのアプリケーションを元に戻します 

Windows □ゴ+ E キー 

エクスプローラーの[マイコンピューター]を起動します 

Windows □ゴ+ F キー 

ファイルやフォルダーの検索を起動します 

Windows □ゴ+ Ctrl + F キー 

化のコンピューターの検索を起動します 

Windows □ゴ+ F 1 キー 

Windows のヘルプ画面を起動します 

Windows ロゴ+ — キー 

ネットワークドメインに按続している場合は、コンピューター 
がロックされます。ネットワークドメインに按続していない場 
合は、ユーザーの切り替えが巧能になります 

Windows □ゴ+ R キー 

[ファイル名を指をして実行] ダイアログボックスを表示します 

Windows □ゴ+ U キー 

ユーティリティマネージャーを起動します 

Windows □ゴ+ Tab キー 

Windows XP :タスクバーのボタンを切り替えます 

Windows Vista および Windows 7 : Windows フリップ 3 D を使 
用してタスクバー上のプログラムを切り替えます 

上の Windows n ゴキーの機能に加えて、 
能です。 

Microsoft Windows Vista および Windows 7ではお下の機能も使巧可 

Ctrl + Windows ロゴ+ Tab キー 

Windows Flip 3- D を使用して、矢 EP キーでタスクバー上のプロ 
グラムを切り替えます 

Windows □ゴ+ スぺ ー スバー キー 

すべてのガジエットを手前に移動して、 Windows サイドバーを 
選がします 

Windows □ゴ+ G キー 

サイドバーのガジ IL ットを切り替えます 

Windows □ゴ+ T キー 

タスクバー上のプログラムを切り替えます 

Windows □ゴ+ U キー 

コンピューターの簡単操作センター 

Windows ロゴ+ 任意の数字 キー 

キーの番号と対応する位置にあるクイック起動のショートカッ 
卜を表示します。たとえば、 V/indows ロゴ+ 1 キーではクイッ 
ク起動メニューの ] 番目のショートカットが表示されます 

上の Windows □ゴキーの機能に加えて、 

Microsoft Windows 7ではの•下の機能も使用可能です。 
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表 1-5 Windows □ゴキーの機能（続き) 


Windows ロ ゴ + Ctrl + B キー 

通知領域にメッセージを表示したプログラムに切り替えます 

Windows □ゴ+ P キー 

プレゼンテーシヨン表示モードを選択します 

Windows □ゴ+ 上向き矢巧 キー 

ウィンドウを最大化します 

Windows □ゴ+ 左向き矢巧 キー 

ウィンドウを画面の左半分にスナップします 

Windows □ゴ+ を向き矢巧 キー 

ウィンドウを画面のち半分にスナップします 

Windows □ゴ+ 下向き矢巧 キー 

ウィンドウを最小化します 

Windows ロゴ+ Shift + 上向き矢印 キー 

ウィンドウを画面の上下方向に最大化します 

Windows ロゴ+ Shift + 左向き矢印 キーまたは 
右向き矢印 キー 

ウィンドウを別のモニターに移動します 

Windows ロゴ+ (数字キーの） 十 （プラス） 

キー 

拡大します 

Windows □ゴ+ (数字キーの）一(マイナス） 

キー 

縮ルします 


シリアル番号の記載位置 

各コンピューターの下記の位置には、固有のシリアル番号ラベルおよび製品識別番号ラベルが貼付さ 
れています。 HP のサポート窓口にお問い合わせになる場合は、これらの番号をお手元に用意しておい 
てくださし、。 

図 1-6 シリアル番号および製品識別番号ラベルの位置 



シリアル番号の記載位置 
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2 ハードウエアのアップグレード 


保守機能 

このコンピューターには、アツブグレードおよび保守を容易にずる機能が組み込まれています。この 
章で説明する取り付け手順のほとんどでは、道具を使巧する必要がありません。 


警告およびを意 

アップグレードを行う前に、このガイドに記載されている、該当する手順、注意、および警告を必ず 
よくお読みください。 


么 警告！ 感電、义傷、义災などの危険がありますので、な下の点にま意してください。 

作業を行う前に、電源コードを電源コンセントから巧き、本体内部の温度が十分に下がっていること 
を確認してください。 

電話回線のモジュラージャックを本体の背面のネットワークコネクタ （ N に）に接続しないでくだ 
さい。 

必ず電源コードのアース端子を巧巧して接地してください。アース端子は、製品をま全に使用するた 
めに欠かせないものです。 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にあるアースされた電源コンセントに差し込んでく 
ださい。 

を全性を高めるため、『快適に使巧していただくために』をお読み〈ださい。正しい作業環境の整え 
方や、作業をする際の姿勢、および健康上/作業上の習慣について説明しており、さらに、重要な電 
気的/物理的を全基準についての情報も提供しています。このガイドは、 HP の Web サイト、 
http :// www . hp . com/ergo (英語サイト）から[日本語]を選択することで表示できます。 

公^ 警告！ 内部には通電する部品や可動部品が含まれています。 

カバーやパネル等を取り外す前に、電源コードをコンセントから抜き、装置への外部電源の供給を遮 
断してください。 

装置を巧び外部電源に接続する前に、取り外したカバーやパネル等を元の位置にしっかりと取り付け 
なおしてください。 

么を 意： 静電気の放電によって、コンピューターや別売の電気部品が破損することがあります。 Jil 下 
の作業を始める前に、アースされた金属面に触れるなどして、身体にたまった静電気を放電してくだ 
さい。詳しくは、 55 ぺージの 蔚肯- if .； を参照してください。 

コンピューターが電源コンセントに接続されていると、電源が入っていなくてもシステムボードに 
は常に電気が流れています。感電や内部部品の損傷を防ぐため、コンピューターのカバーを開ける場 
合は、電源を切るだけでなく、必ず事前に電源コードをコンセントから巧いてください。 
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コン ピューターのアクセスパネルの取り外し 

1. コン ピューターが開かれないように保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外しま 
す。 

2. CD や USB フラッシュドライブなどのすベてのリムーバブルメディアをコンピューターから 
取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピューターおよび外付けデ 
バイスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから抜き、コンピューターからすべての外付けデバイスを取り外し 
ます。 


么 を意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。感電やコンピューターの内部部品の損傷を 
防ぐため、必ず電源コードを抜いてください。 


5. コンピユーターをスタンドに取り付けてある場合は、スタンドからコンピユーターを取り外しま 
す。 

6 . 固定ネジを緩め（1)、アクセスパネルを持ち上げてコンピユーターから取り外します （2)。 

図 2-1 アクセスパネルの取り外し 



コンピューターのアクセスパネルの取り外し 


9 





コンピューターのアクセスパネルの取り付け 

アクセスパネルの前端をシャーシ前面の緣の下にスライドさせ（1)、アクセスパネルの後端を本体 
に押し込んで（2)、固定用ネジを締めます口）。 

図 2-2 アクセスパネルの取り付け 
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フロントパネルの取り外し 

1. コン ピューターが開かれないように保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外しま 
す。 

2. CD や USB フラッシュドライブなどのすベてのリムーバブルメディアをコンピューターから 
取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピューターおよび外付けデ 
バイスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから抜き、コンピューターからすべての外付けデバイスを取り外し 
ます。 


么 を意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。感電やコンピューターの内部部品の損傷を 
防ぐため、必ず電源コードを抜いてください。 


5. アクセスパネルを取り外します。 

6 . フロントパネルの側面にある3つのタブを持ち上げ（1)、パネルをシャーシから回おさせて引 
き離します （2)。 


図 2-3 フロントパネルの取り外し 
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ドライブベイカバーの取り外し 

-部のモデルには、 3.5 インチおよび 5.25 インチ内蔵ドライブベイにドライブベイカバーが付い 
ています。ドライブを取り付ける前にこれらのカバーを取り外す必要があります。ドライブベイ 
カバーを取り外すには、な下の操作を行います。 

1. コンピューターのアクセスパネルおよびフロントパネルを取り外します。 

2 ドライブベイカバーを取り外すには、まず、フロントパネルの裏側にある、ドライブベイカ 
バーを所定の位置に固定している2つの固定タブを、パネルの裏側から見て右外側に向けて押し 
ます（1)。次に、ドライブベイカバーをパネルの裏側方向に引いてから（2)、左側にスライド 
させるようにして取り外します。 

図 2-4 ドライブベイカバーの取り外し 
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フロントパネルの取り付け 

フロントパネルの底辺にある3つのフックをシャーシの四角い巧 （1) に差し込みます。フロント 
パネルの上側を、シャーシの所定の位置に収まリカチッという音がするまで巧し込みます(2)〇 

図 2-5 フロントパネルの取り付け 
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縦置きでの省スぺース型コンピューターの使用 

お使いの省スぺース型コンピューターは、織置き構成でも巧巧できます。 

1 コンピューターが開かれないように保護しているセキュリティデバイスをすベて取り外しま 

す。 

2. CD や USB フラッシュドライブなどのすベてのリムーバブルメディアをコンピューターから 
取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピューターおよび外付けデ 
バイスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから巧き、コンピューターからすべての外付けデバイスを取り外し 
ます。 


之么を 意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。感電やコンピューターの内部部品の損傷を 
防ぐため、必ず電源コードを巧いてください。 


5 コンピューターを右側面が下になるように立て、オプションのスタンドに取り付けます。 

図 2-6 横置きから縦置きへの移行 



ま記： 縦置きでのコンピューターのを定性を高めるために、縦置き用スタンドを使巧すること 
をねすうめしをす。 


6 . 電源コードおよびすベての外付けデバイスを接続しなおして、コンピューターの電源を入れま 
す。 

鞍^を 記： 通気を確保するため、コンピューターの周囲 10.2 cm な内に障害物がないようにして 
〈ださい。 
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システ厶ボードの接続 


システムボードコネクタの位置については、な下の図と表を参照してくださし、。 
図 2-7 システムボードの接続 



表 2-1 システムボードの接続 


番号 

システムボードコネクタ 

システムボード上のま記 

色 

名称 

1 

DIMM (チャネル A ) 

XMM 3 

黒 

メモリモジュール 

2 

DIMM (チャネルの 

XMM 1 

黒 

メモリモジュール 

3 

電源 

SATAPWR 1 

黒 

SATA ドライブ 

4 

メディアカードリーダー 

MEDIA 1 

黒 

メディアカードリー 
ダー 

5 

SATA 

SATA 1 

白 

オプティカルドライブ 

6 

SATA 

SATAO 

濃い青色 

ハードディスクドライブ 

7 

PCI Express xl 

X 1 PCIEXP 1 

黒 

拡張カード 

8 

PCI Express xl 6 

X 16 PCIEXP 

黒 

拡張カード 

9 

PCI Cx 2) 

PCI 1 および PC 。 

白 

拡張カード 


システムボードの接続 


























メモリの増設 

お使いのコンピューターは、ダブルデータレート3シンクロナス DRAM ( DDR 3- SDRAM ) デュアル 
インラインメモリモジュール （ DIMM ) を装備しています。 


DIMM 


システムボード上にあるメモリソケットには、業界標準の DIMM を2つまで取り付けることができ 
ます。これらのメモリソケットには、少なくとも1つの DIMM が標準装備されています。最大容量 
のメモリ構成にするために、高性能デュアルチヤネルモードでコンフイギュレーシヨンされたメモ 
リを8 GB まで増設できます。 

DDR3-SDRAM DIMM 


システムを正常に動作させるためには、必ずな下のを件を満たす DDR 3 -SDRAM DIMM を使用してく 
ださい。 

• 業界標準の240ピン 

• アンバッファード非に C に 3-12800 DDR 3-1,600 MHz 準拠 
• 1.5 ボルト DDR 3 -SDRAM DIMM 

DDR 3 -SDRAM DIMM は、な下のを件も満たしている必要があります。 

• CAS レイテンシ11 ( DDR 3- 1,600 MHz 、 1 1-11-1 1タイミング）をサポートしている 

• JEDEC の SPD 情報が含まれている 

さらに、お使いのコンピューターではな下の機能やデバイスがサポートされます。 

• 512 メガビット、1ギガビット、および2ギガビットのホ ECC メモリテクノロジ 

• 片面および両面 DIMM 

• x 8 および xl 6 DDR デバイスで構成された DIMM 。 x 4 SDRAM で構成された DIMM はサポート 
されない 

注記： サポートされない DIMM が取り付けられている場合、システムは正常に動作しません。 
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DIMM ソケットについて 

システムボードには2つの DIMM ソケット ( XMM 1 および XMM 3) があり、1つのチャネルについ 

て1つのソケットがあります。 XMM 3 はメモリチヤネル A で動作し、 XMM 1 はメモリチャネル B 

で動作します。 

取り付けられている DIMM に応じて、システムは自動的にシングルチャネルモード、デュアルチャ 

ネルモード、またはフレックスモードで動作します。 

• 1つのチャネルの DIMM ソケットにのみ DIMM が取り付けられている場合、システムはシング 
ルチャネルモードで動作します。 

• チャネル A の DIMM の合計メモリ容量がチャネル B の DIMM の合計メモリ容量と等しい場合、 
システムはより高性能なデュアルチャネルモードで動作します。 

• チャネル A の DIMM の合計メモリ容量とチャネル B の DIMM の合計メモリ容量が異なる場合、 
システムはフレックスモードで動作します。フレックスモードでは、最も容量の小さいメモリ 
が取り付けられているチャネルがデュアルチャネルに割り当てられるメモリの総量を表し、残 
りはシングルチャネルに割り当てられます。一方のチャネルのメモリ容量がもう一方の容量よ 
りも多い場合は、より大きい容量をチャネル A に割り当ててください。 

• どのモードでも、最高動作速度はシステム巧で最も動作の遅い DIMM によってま定されます。 

DIMM の取り付け 


么を 意： メモリモジュールの取り付けまたは取り外しを行う場合は、電源コードを巧いて電力が放 
電されるまで約30救待機してから作業する必要があります。コンピューターが電源コンセントに接 
結されている場合、電源が入っているかどうかに関係なく、メモリモジュールには常に電気が流れ 
ています。電気が流れている状態でメモリモジュールの着脱を行うと、メモリモジュールまたはシ 
ステムボー ドを完全に破損するおそれがあります。 

お使いのメモリモジュールソケットの接点には、金メッキが施されています。メモリを増設すると 
きには、接点の金属が異なるときに生じる酸化や腐食を防ぐため、メモリモジュールは金メッキの 
ものを使用して〈ださい。 

静電気の放電によって、コンピューターやオプションカードの電子部品が破損することがあります。 
レ: i 下の作業を始める前に、アースされた金属面に触れるなどして、身体にたまった静電気を放電して 
ください。詳しくは、 55 ぺージの「幹雷童 : を参照してください。 

メモリモジュールを取りおうときは、金属製の接点に触れないでください。金属製の接点に触れる 
と、モジュールが破損するおそれがあります。 


1. コン ピューターが開かれないように保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外しま 
す。 

2. CD や USB フラッシュドライブなどのすベてのリムーバブルメディアをコンピューターから 
取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピューターおよび外付けデ 
バイスの電源をすべて切ります。 
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4. 電源コードを電源コンセントから巧き、コンピューターからすべての外付けデバイスを取り外し 
ます。 


么を 意： メモリモジュールの取り付けまたは取り外しを行う場合は、電源コードを巧いて電力 
が放電されるまで約30秒待機してから作業する必要があります。コンピューターが電源コンセ 
ントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係なく、メモリモジュールには常 
に電気が流れています。電気が流れている状態でメモリモジュールの着脱を行うと、メモリモ 
ジュールまたはシステムボードを完全に破損するおそれがあります。 


5. コンピューターをスタンドに取り付けてある場合は、スタンドからコンピューターを取り外しま 
す。 

6 . アクセスパネルを取り外します。 


么 警告！ 火傷のを険がありますので、必ず、本体内部の温度が十分に下がっていることを確認し 
てから、次の手順に進んでください。 


7. ドライブベイのケージを回転させて起こし、システムボード上のメモリモジュールソケット 
に手が届くようにします。 

図 2-8 ドライブケージを上に回おさせる 
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8 . メモリモジュールソケットの両方のラッチを開き（1)、メモリモジュールをソケットに差し 
込みます（2)。 

図 2-9 DIMM の取り付け 



ま記： メモリモジュールは、一方向にのみ取り付け可能です。メモリモジュールのノッチ 
(切り込み）をソケットのタブに合わせます。 

最適なパフォーマンスが得られるようにするには、チャネル A とチャネル B のメモリ容量が等し 
くなるように、メモリをソケットに取り付けます。詳しくは、 「 17 ぺージの 「 DIMM ソケットに 
ついて 1」 を参照してください。 

9. モジュールをソケットに押し入れ、完全に挿入されて正しい位置に固定されていることを確認し 
ます。ラッチが閉じていること （3) を確認します。 


10 ドライブケージを下方向に回転させて、元の位置に戻します。 


図 2-10 ドライブケージを下に回転させる 



11. アクセスパネルを取り付けなおします。 


12. スタンドを取りかけてコンピューターを使巧している場合は、スタンドを巧び取りイ寸けます。 
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13 . 電源コードを接続しなおして、コンピューターの電源を入れます。 

14 . アクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべて取り付けなおします。 
次回コンピューターの電源を入れたときに、増設メモリが自動的に認識されます。 

拡張力ードの取り外しおよび取り付け 

コンピューターには、2基の PCI あ張スロット、1基の PCI Express xl 拡張スロット、および1基の 
PCI Express xl 6化張スロットがあります。 

(§^ま記 . PCI スロットおよび PCI Express スロットは、口ープロファイルの力ードのみをサポートし 
ます。 

陵 ま記 . PCI Express xl6 スロツトには、 PCI Express xl 、 x4、x8、 または xl6 の拡張力ードを取り 
付けることができます。 


化張力ードを取り付けるには、 W 下の操作を行います。 

コン ピューターが開かれないように保護しているセキュリティデバイスをすベて取り外しま 
す。 

2 CD や USB フラッシュドライブなどのすベてのリムーバブルメディアをコンピューターから 
取り出します。 

3 オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピューターおよび外付けデ 
バイスの電源をすべて切ります。 

4 . 電源コードを電源コンセントから巧き、コンピューターからすべての外付けデバイスを取り外し 
ます。 


么を 意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。感電やコンピューターの内部部品の損傷を 
防ぐため、必ず電源コードを巧いてください。 


5 . コンピューターをスタンドに取り付けてある場合は、スタンドからコンピューターを取り外しま 
す。 

6 . アクセスパネルを取り外します。 

7 . システムボード上の空いている適切な拡張ソケット、およびそれに対応するコンピューターの 
シャーシ背面にある拡張スロットの位置を確認します。 
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8. スロット カバーを固定している スロット カバー固定ラッチの緑色のタブを持ち上げ、外側に回 
転させてラッチを外します。 

図 2-11 化張スロットの固をラッチを開く 



9. 新しい化張力ードを取り付ける前に、拡張 スロット カバーまたは装着されている化張力ードを 
取り外します。 

a . 化張力ードを空いている ソケットに 取りイ寸ける場合は、シャーシ背面の適切なあ張 スロット 
カバーを取り外します。 スロット カバーを引き上げ、シャーシ内部から取り出します。 

図 2-12 化張スロットカバーの取り外し 
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b . 標準の PCI 力ードまたは PCI Express xl 力ードを取り外す場合は、力ードの両端を持ち、 
コネクタがスロットから巧けるまで、力ードを前後にを意深く軽く揺さぶりながら引き巧き 
ます。拡張力ードをソケットから引き上げ（1)、シャーシ内側から離すようにしてシャー 
シの枠から取り外します (2)。 このとき、力ードが他のコンポーネントと接触して傷が付 
かないようにしてください。 

簡^を 記： 取り付けられている化張力ードを取り外す前に、化張力ードに接結されているすべ 
てのケーブルを取り外します。 

図 2-13 PCI Express xl あ張力ードの取り外し 
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c . PCI Express xl 6 力ードを取り外す場合は、拡張ソケットの後部にある留め具を力ードから 
引き離し、コネクタが スロッ トからなけるまで、力ードを前後にを意深く軽く揺さぶりなが 
ら引き抜きます。化張力ードをソケットから引き上げ、シャーシ内部から離すようにして 
シャーシの枠から取り外します。このとき、力ードが他のコンポーネントと接触して傷が付 
かないようにしてください。 

図 2-1 4 PCI Express xl 6拡張力ードの取り外し 



10. 取り外した力ードを静電気防止用のケースに保管します。 

11. 新しい化張力ードを取り付けない場合は、化張 スロット カバーを取り付けて開いている スロッ 
卜を閉じます。 


么を 意： 化張力ードを取り外したら、コンピューター内部の温度が上がりすぎないようにするた 
めに、新しい力ードまたは化張 スロット カバーと交換してください。 


化張力ードの取り外しおよび取り付け 23 







14 . 必要に応じて、取り付けた力ードに外部ケーブルを接続します。また、システムボードに内部 
ケーブルを接続します。 


12 . 新しい拡張力ードを取り付けるには、システムボードにある f 店張ソケットのすぐ上の位置で 
力ードを持ち、シャーシの背面に向かって力ードを動かして（1)、力ードのブラケットをシャー 
シの背面の空いているスロットの位置に合わせます。力ードがシステムボードの化張ソケット 
に入るように巧し下げます（2)。 

図 2-1 5 拡張力ードの取り付け 



を記： 化張力ードを取り付ける場合は、力ードをしっかりと押して、コネクタ全体があ張力ード' 
スロットに正しく収まるようにしてください。 


13 . スロットカバー固定ラッチを回転させて元の位置に戻し、拡張力ードを所定の位置に固定しま 
す。 

図 2-16 拡張スロットの固定ラッチを閉じる 
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15 . アクセスパネルを取り付けなおします。 

16. スタンドを取りかけてコンピューターを使巧している場合は、スタンドを巧び取りイ寸けます。 

17. 電源コードを接続しなおして、コンピューターの電源を入れます。 

18 アクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべて取り付けなおします。 
19 必要な場合は、コンピューターを再設定します。 

ドライブの位置 


図 2-17 ドライブの位置 



6 6 

表 2-2 ドライブの位置 

0 

1 3.5 インチ内蔵ハードディスク 

ドライブベイ 

2 3.5 インチ内蔵ドライブベイ： 

オプションドライブ用（図はメディアカードリーダー） 

3 5.25 インチ内蔵ドライブベイ 

:オプションドライブ用（図はオプティカルドライブ） 

注記： お使いのコンピューターのドライブ構成は、上の図のドライブ構成とは異なる可能性があ 
ります。 


コンピューターに取り付けられている記憶装置の種類、サイズ、および容量を確認するには、[コン 
ピューターセツトアップ （ F 10) ューティリティ]を実行します。 
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ドライブの取り外しおよび取り付け 

追加のドライブを取り付ける場合は、な下のことを守ってください。 

ま記： システムボードドライブコネクタの図と表については、 15 ぺージの「システムボード 

の按続 I をを照、してください。 

• 最初に取り付けるシリアル ATA ( SATA ) ハードディスクドライブは、システムボード上の 
SATAO と書かれている濃い青色のプライマリ SATA コネクタに接続します。 

• SATA オプティカルドライブは、システムボード上で SATA 1 と書かれている白色の SATA コネ 
クタに接続します。 

• メディアカードリーダーの USB ケーブルを、システムボードの MEDIA 1 と書かれている USB 
コネクタに接続します。 

• SATA ドライブの電源ケーブルは3ヘッドケーブルです。このケーブルは、最初のコネクタを 
ハードディスクドライブの背面に配線し、2つ目のコネクタを 3.5 インチドライブの背面に配 
線し、さらに3つ目のコネクタを 5.25 インチオプティカルドライブの背面に配線してシステ 
ムボードに接結します。 

• このシステムは、パラレル ATA ( PATA ) オプティカルドライブまたは PATA ハードディスクド 
ライブはサポートしていません。 

• ドライブがドライブケージの正しい位置に収まるようにするために、取り付けネジを取り付け 
る必要があります。内蔵ドライブベイ巧の予備の取り付けネジ （ No .6-32 インチネジ5本およ 
び M 3 メートル式ネジ（ミリネジ）4本）は、シャーシの前面（フロントパネルの裏側）に付 
属しています。 No .6-32 インチネジは、セカンダリハードディスクドライブ（サポートされま 
せん）巧です。他のすべてのドライブ（メインハードディスクドライブを除く）には、 M 3 メー 
トル式ネジ（ミリネジ）を使用します。ミリネジは黒で、インチネジは銀色です。 

を記： メインハードディスクドライブを交換する場合は、銀と青の4本の 6-32 インチ分離 
取り付けネジを古いハードディスクドライブからかして、新しいハードディスクドライブに取 
り付ける必要があります。 
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図 2-18 予備の取り付けネジの位置 


0 



表 2-3 予備の取りかけネジ 


番号取り付けネジ 

デバイス 


1 黒の M 3 メートル式ネジ 

すべてのドライブ（ハードディスクドライブを除 <) 


2 銀色の No .6-32 インチネジ 

セカンダリハードディスクドライブ （2 つのハードディスク 
イブをサポートするシステムで使用） 

ドラ 

銀色の No .6-32 インチネジの予備は全部で5本あります。4本はセカンダリハードディスクドライブ（サポートさ 
れません）の取り付けネジとして使巧されます。5番目は、パネルのセキュリティのために使用します（詳しくは、 

53ページの「フロントパネルのセキュリティ1 を参照してください）。 





冷^を 意： 感電またはデータの損失やコンピューターおよびドライブの破損を防ぐために、な下の点に 
ミ主意してください。 

ドライブの着脱は、必ず、すべてのアプリケーシヨンおよびナペレーティングシステムを終了し、 
コン ピューターの電源を切って電源 コー ドを巧いてから行ってください。 コン ピューターの電源が 
入っている場合またはスタンバイモードになっている場合は、絶対にドライブを取り外さないでく 
ださい。 

ドライブを取り扱う前に、身体にたまった静電気を放電してください。ドライブを持つときは、コネ 
クタに手を触れないようにしてください。静電気対策について詳しくは、 55 ページの「静電気が 
策 I を参照してください。 

ドライブは慎重に取り巧い、絶対に落とさないでください。 

ドライブを挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

ハードディスクドライブは、液体や高温にさらさないようにしてください。また、モニターやスピー 
力一などの磁気を発生する装置から遠ざけて ください。 

ドライブを郵送するときは、発をビニールシートなどの緩衝材で適切に捆包し、お包箱の表面に「コ 
ワレモノー 取り扱いを意」と明記してください。 



参••参 
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内蔵5.25インチドライブの取り外し 


么を 意： コンピューターからドライブを取り外す前に、すべてのリムーバブルメディアをドライブ 
から取り出す必要があります。 


内蔵 5. 25インチドライブを取り外すには、な下の操作を行います。 

1 コンピューターが開かれないように保護しているセキュリティデバイスをすベて取り外しま 

す。 

2. CD や USB フラッシュドライブなどのすベてのリムーバブルメディアをコンピューターから 
取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピューターおよび外付けデ 
バイスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから巧き、コンピューターからすべての外付けデバイスを取り外し 
ます。 


么を 意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。感電やコンピューターの内部部品の損傷を 
防ぐため、必ず電源コードを巧いてください。 


5. コンピユーターをスタンドに取り付けてある場合は、スタンドからコンピユーターを取り外しま 
す。 

6. アクセスパネルを取り外します。 

7 ドライブケージを回転させて直立する位置まで起こし（1)、ドライブの背面左側にある取り付 
けネジを取り外します（2)。 


図 2-1 9 ドライブの取り付けネジの取り外し 
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8 . オプティカルドライブの背面から電源ケーブル （1) およびデータケーブル （2) を取り外しま 
す。 

図 2-20 電源ケーブルおよびデータケーブルの取り外し 



9 . ドライブケージを下方向に回転させて、元の位置に戻します。 


么を 意： ドライブケージを回転させるときに、ケーブルやワイヤを挟まないようにま意してく 
ださい。 


図 2-21 ドライブケージを下に回おさせる 
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10 . ドライブを後ちにスライドさせ、ドライブが止まったら、持ち上げてドライブケージから取り 
外します。 

図 2-22 5.25 インチドライブの取り外し 



を記： ドライブを交換する場合は、元のドライブの4本の取り付けネジを新しいドライブに取り付 
けます。 


5.25インチドライブベイへのオプティカルドライブの取り付け 

別売の 5.25 インチオプティカルドライブを取り付けるには、な下の操作を行います。 

1 コンピューターが開かれないように保護しているセキュリティデバイスをすベて取り外しま 
す。 

2 . CD や USB フラッシュドライブなどのすベてのリムーバブルメディアをコンピューターから 
巧り出します。 

3 オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピューターおよび外付けデ 
バイスの電源をすべて切ります。 

4 . 電源コードを電源コンセントから巧き、コンピューターからすべての外付けデバイスを取り外し 
ます。 


么を 意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。感電やコンピューターの内部部品の損傷を 
防ぐため、必ず電源コードを巧いてください。 


5 . コンピューターをスタンドに取り付けてある場合は、スタンドからコンピューターを取り外しま 
す。 

6 . アクセスパネルを取り外します。 
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7. ドライブベイカバーが付いたベイにドライブを取り付ける場合は、フロントパネルを取り外 
してからドライブベイカバーを外して〈ださい。詳しくは、 12 ぺージの「ドライブベイカ 
バーの取り外し I をを照してください。 

8 . ドライブの両側の下部にある巧に、取り付け巧 M 3 メートル式ネジ（ミリネジ）を、ち側に2本 
および前面左側に1本の計3本取り付けます。予備の取り付け用ミリネジは、シャーシの前面 
(フロントパネルの裏側）に付属しています。取り付け用ミリネジは黒色です。予備の取り付け 
用 M 3 メートル式ネジの位置について詳しくは、 26ぺージの「ドライブの取りかしおよび取り 
かけ I を参照してください。 

么を 意： 長さ5 mm の取り付けネジのみを使巧してください。それより長いネジを使巧すると、 
ドライブの内部部品が破損するおそれがあります。 

ま記： ドライブを交換する場合は、元のドライブの3本の取り付け巧 M 3 メートル式ネジを新 
しいドライブに取り付けます。 

図 2-23 オプティカルドライブへの取り付けネジの取り付け 



9. ドライブの取り付けネジの位置をドライブベイ内の」字型のスロットの位置に合わせます。次 
に、ドライブをコンピューターの前面の方向に止まるまでスライドさせます。 

図 2-24 オプティカルドライブの取り付け 
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10 . ドライブケージを回転させて直立する位置まで起こし（1)、ドライブの背面左側にある取り付 
け用 M 3 メートル式ネジを取り付けて（2)、ドライブをドライブケージに固定します。 


図 2-25 ドライブのドライブケージへの固定 



11. SATA データ ケーブルを、 SATA 1 と書かれている白色のシステムボードコネクタに接続しま 
す（まだ接続されていない場合）。 

12 . ケーブルガイドを通してデータケーブルを配線します。 

~ ドライブケージを上げ下げするときにデータケーブルが挟まれることを防ぐケーブル 

ガイドが2つあります。1つは、ドライブケージのを面にあります。もう1つは、ドライブ 
ケージ下のシャーシの枠にあります。データケーブルをこれらのガイドに通して配線した後、 
オプティカルドライブにち続してください。 

13. 電源ケーブル （1) およびデータケーブルロ）をオプティカルドライブの背面に接結します。 


を記： オプティカルドライブの電源ケーブルは3ヘッドケーブルです。このケーブルは、シ 
ステムボードからハードディスクドライブに配線し、さらにオプティカルドライブの背面へ 
と配線されます。 

図 2-26 電源ケーブルとデータケーブルの接続 
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14 ドライブケージを下方向に回転させて、元の位置に戻します。 


么を 意： ドライブケージを回転させるときに、ケーブルやワイヤを巧まないようにま意してく 
ださい。 


図 2-27 ドライブケージを下に回転させる 



15. アクセスパネルを取り付けなおします。 

16 スタンドを取りかけてコンピューターを使巧している場合は、スタンドを巧び取りイ寸けます。 

17 電源コードを接続しなおして、コンピューターの電源を入れます。 

18. アクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべて取り付けなおします。 
システムによってドライブが自動的に認識され、コンピューターが再構成されます。 

内蔵 3.5 インチドライブの取り外し 

么を 意： コンピューターからドライブを取り外す前に、すべてのリムーバブルメディアをドライブ 
から取り出す必要があります。 

3.5 インチドライブは、 5.25 インチドライブの下にあります。内蔵 3.5 インチドライブを取り外 
すには、先に内蔵 5.25 インチドライブを外す必要があります。 

1. 28 ぺージの「内蔵 5.25 インチドライブの取り外し I の手順に従って 5.25 インチドライブを 
取り外し、 3.5 インチドライブに手が届くようにします。 

公^を 意： 作業を進める前にコンピューターの電源を切り、電源コードが電源コンセントから抜か 
れていることを確認してください。 
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2 メディアカードリーダーを取り外す場合は、システムボードから USB ケーブルを取り外しま 
す。 

図 2-28 メディアカードリーダーの USB ケーブルの取り外し 



3 ドライブケージを回おさせて直立する位置まで起こし（1)、ドライブの背面左側にある取り付 
けネジを取り外します （2)。 

図 2-29 ドライブの取り付けネジの取り外し 
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4. ドライブケージを下方向に回転させて、元の位置に戻します。 


図 2-30 ドライブケージを下に回転させる 



5 ドライブを後方にスライドさせ、ドライブが止まったら、持ち上げてドライブケージから取り 
外します。 

図 2-31 3.5 インチドライブの取り外し（メディアカードリーダーの場合） 


を記； 3.5 インチドライブを交換する場合は、元のドライブの4本の取り付けネジを新しいドライ 
ブに取り付けます。 
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3.5 インチ内蔵ドライブベイへのドライブの取り付け 

3.5 インチベイは、 5.25 インチドライブの下にあります。 3.5 インチドライブベイへドライブを 
取り付けるには、な下の操作を行います。 

1. 28 ぺージの「内蔵 5.25 インチドライブの取り外し I の手順に沿って 5.25 インチドライブを 

取り外し、 3.5 インチドライブベイに手が届くようにします。 

么を 意： 作業を進める前にコンピューターの電源を切り、電源コードが電源コンセントからおか 
れていることを確認してください。 


2. ドライブベイカバーが付いたベイにドライブを取り付ける場合は、 フロント パネルを取り外 
してからドライブベイカバーを外してください。詳しくは、 12 ぺージの「ドライブベイカ 
パ'-の取り外し I を参照してください。 

3 ドライブの両側の下部にある穴に、取り付け用 M 3 メートル式ネジ（ミリネジ）を、ち側に2本 
および前面左側に1本の計3本取り付けます。予備の取り付け巧ミリネジは、シャーシの前面 
(フロント パネルの裏側）に付属しています。取り付け用ミリネジは黒色です。予備の取り付け 
用 M 3 メートル式ネジの位置について詳しくは、 26 ぺージの「ドライブの取りかしおよび取り 
かけ I をを照してくださし、。 

么を 意： 長さ5 mm の取り付けネジのみを使用してください。それより長いネジを使用すると/ 

ドライブの内部部品が破損するおそれがあります。 

を記： ドライブを交換する場合は、元のドライブの3本の取り付け用 M 3 メートル式ネジを新 
しいドライブに取り付けます。 

図 2-32 メディアカードリーダーへの取り付けネジの取り付け 
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4. ドライブの取り付けネジの位置をドライブベイ内の」字型の スロッ トの位置に合わせます。次 
に、ドライブをコンピューターの前面の方向に止まるまでスライドさせます。 

図 2-33 3.5 インチドライブベイへのドライブの取り付け（メディアカードリーダーの場 
合） 



5. ドライブケージを回転させて直立する位置まで起こし（1)、ドライブの背面左側にある取り付 
け巧 M 3 メートル式ネジを取り付けて 化、 ドライブをドライブケージに固をします。 

図 2-34 ドライブのドライブケージへの固を 
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6 . ドライブケージを下方向に回転させて、元の位置に戻します。 


么を 意： ドライブケージを回転させるときに、ケーブルやワイヤを挟まないようにを意してく 
ださし、。 


図 2-35 ドライブケージを下に回転させる 



7. メディアカードリーターを取り付ける場合は、 USB ケーブルを、メディアカードリーダーか 
らシステムボードの MEDIA 1 と書かれている USB コネクタに接続します。 

図 2-36 メディアカードリーダーの USB ケーブルの接結 



f 費^を 記： システムボードドライブコネクタの図と表については、 15ぺージの「システムボー 
ドのお続 I を参照してくださし、。 

8 . 5.25 インチドライブを取り外します。 

9. アクセスパネルを取り付けなおします。 

10. スタンドを取り付けてコンピューターを使用している場合は、スタンドを再び取り付けます。 

11 . 電源コードを接続しなおして、コンピューターの電源を入れます。 

12 . アクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべて取り付けなおします。 
システムによってドライブが自動的に認識され、コンピューターがち構成されます。 
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メイン 3.5 インチ内蔵 SATA ハードディスクドライブの取り外しおよび取り 
付け 

ま記： ハードディスクドライブを取り外すときは、新しいハードディスクドライブにデータを移 
動できるように、必ず事前にドライブ内のデータをバックアップしておいてください。 


あらかじめ取り付けられている 3.5 インチのハードディスクドライブは、電源供給装置の下にあり 
ます。ドライブの取り外しと取り付けを行うには、な下の操作を行います。 

1. コン ピューターが開かれないように保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外しま 
す。 

2 CD や USB フラッシュドライブなどのすベてのリムーバブルメディアをコンピューターから 
取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピューターおよび外付けデ 
バイスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから抜き、コンピューターからすべての外かけデバイスを取り外し 
ます。 


么を 意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。感電やコンピューターの内部部品の損傷を 
防ぐため、必ず電源コードを抜いてください。 


5. コンピユーターをスタンドに取り付けてある場合は、スタンドからコンピユーターを取り外しま 
す。 

6. アクセスパネルを取り外します。 

7. 内蔵ドライブのドライブケージを回転させて、直立する位置まで起こします。 

図 2-37 ドライブケージを上に回転させる 
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8 電源供給装置を回転させて、直立する位置まで起こします。ハードディスクドライブは、電源 
供給装置の下にあります。 

図 2-38 電源供給装置の引き上げ 



9. 電源ケーブル （1) およびデータケーブル （2) をハードディスクドライブの背面から巧き取り 
ます。 

図 2-39 ハードディスクドライブの電源ケーブルおよびデータケーブルの取り外し 
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10 ハードディスクドライブの横にある緑色のリリースラッチを押します （1)。 ラッチを巧したま 
まドライブを手前にスライドさせます。ドライブが止まったところで、ドライブを持ち上げてド 
ライブベイから取り外します （2)。 

図 2-40 ハードディスクドライブの取り外し 



11 ハードディスクドライブを取り付ける場合は、銀と青の取り付けネジを古いハードディスクド 
ライブから外して、新しいハードディスクドライブに取り付ける必要があります。 

図 2-41 ハードディスクドライブの取り付けネジの取り付け 
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12. 取り付けネジの位置をシャーシ上のドライブケージのスロットの位置に合わせてから、ハード 
ディスクドライブを押してドライブベイに差し込みます。次に、正しい位置にロックされるま 
でドライブを後ちにスライドさせます。 

図 2-42 ハードディスクドライブの取りかけ 



13. 電源ケーブルおよびデータケーブルをハードディスクドライブの背面に接続します。 

機^を 記： メインハードディスクドライブを交換する場合は、ハードディスクドライブの後ろ 
のシャーシ巧の下部にあるケーブルガイドを通して、 SATA および電源ケーブルを配線してくだ 
さし、。 

データケーブルをシステムボード上の SATAO と書かれている濃い青色のコネクタに接続し 
て、ハードディスクドライブのパフォーマンス上の問題を防止します。 

14. 内蔵ドライブのドライブケージおよび電源装置を下方向に回転させて、元の位置に戻します。 

15. アクセスパネルを取り付けなおします。 

16. スタンドを取り付けてコンピューターを使用している場合は、スタンドを再び取り付けます。 

17. 電源コードを接続しなおして、コンピューターの電源を入れます。 

18. アクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべて取り付けなおします。 
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A バッテリの交換 


お使いのコンピューターに付属のバッテリは、リアルタイムクロックに電力を供給するためのもの 
です。バッテリは消耗品です。バッテリを交換するときは、コンピューターに最初に取リイ寸けられて 
いたバッテリと同等のバッテリを使巧してください。コンピューターに付属しているバッテリは、3 
V のボタン型リチウムバッテリです。 


么 警告！ お使いのコンピューターには、二酸化マンガンリチウムバッテリが内蔵されています。 
バッテリの取り扱いを誤ると、火災や火傷などのを除があります。けがをすることがないように、な 
下の点にま意してください。 

バッテリを充電しないでください。 

バッテリを 60° C を超える場所に放置しないでください。 

バッテリを分解したり、つぶしたり、ショートさせたり、义中や水に巧じたりしないでください。 

交換巧のバッテリは、必ず HP が指定したものを巧巧してください。 

么を 意： バッテリを交換する前に、コンピューターの CMOS 設定のバックアップを作成してくださ 
し、。バッテリが取り出されたり交換されたりするときに、 CMOS 設定がクリアされます。 

静電気の放電によって、コンピューターやオプションの電子部品が破損することがあります。な下の 
作業を始める前に、アースされた金属面に触れるなどして、身体にたまった静電気を放電してくださ 
い。 

を記： リチウムバッテリの寿命は、コンピューターを電源コンセントに接続することで延長でき 
ます。リチウムバッテリは、コンピューターが外部電源に接続されていない場合にのみ使巧されま 
す。 


HP では、使用済みの電子機器や HP 製インクカートリッジのリサイクルを推奨しています。日本で 
のリサイクルプログラムについて詳しくは、 http :// www . hp . com / jp / hardwarerecycle / を参照して 
ください。 

1. コン ピューターが開かれないように保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外しま 
す。 

2. CD や USB フラッシュドライブなどのすベてのリムーバブルメディアをコンピューターから 
取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピューターおよび外付けデ 
バイスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから抜き、コンピューターからすべての外付けデバイスを取り外し 
ます。 


么を 意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。感電やコンピューターの内部部品の損傷を 
防ぐため、必ず電源コードを抜いてください。 


5. コンピューターをスタンドに取り付けてある場合は、スタンドからコンピューターを取り外しま 
す。 
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6. アクセスパネルを取り外します。 

7. システムボード上のバッテリおよびバッテリホルダーの位置を確認します。 

f 費^を 記： 一部のモデルのコンピューターでは、バッテリを交換するときに、内部部品を取り外す 
必要があります。 

8. システムボード上のバッテリホルダーの種類に応じて、な下の手順でバッテリを交換します。 
タイプ！ 

a. バッテリをホルダーから持ち上げて外します。 

図 A -1 ボタン型バッテリの取り出し（タイプ 1) 



b . 交換するバッテリを、 [+] と書かれている面を上にして正しい位置に装着します。バッテリ 
はバッテリホルダーによって自動的に正しい位置に固をされます。 
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バッテリの交換 




タイプ 2 

a バッ テリをホルダーから取り出すために、 バッ テリ の一ちの 端の上にある留め金を押し上げ 
ます。 バッ テリが持ち上がったら、ホルダーから取り出します（1)。 

b . 新しいバッテリを装着するには、交換するバッテリを、 [+] と書かれている面を上にしてホ 
ルダーにスライドさせて装着します。バッテリの一方の端が留め具の下に収まるまで、もう 
一ちの端を巧し下げます口）。 

図 A -2 ボタン型バッテリの取り出しと装着（タイプ 2) 



タイプ3 

a バッテリを固定しているクリップを後方に引いて（1)、バッテリを取り出します口）。 
b 新しいバッテリを挿入し、クリップを元の位置に戻します。 

図 A -3 ボタン型バッテリの取り出し（タイプ 3) 



ま記： バッテリの交換後、な下の操作を行うと交換作業は完了です。 
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9. アクセスパネルを取り付けなおします。 

10. スタンドを取り付けてコンピューターを使用している場合は、スタンドを再び取り付けます。 

11. 電源ケーブルを元のとおりに接続し、コンピューターの電源を入れます。 

12. [コンピューターセットアップ （ F 10) ユーティリティ]を巧巧して、日付と時刻、パスワード、 
およびその他の必要なシステムセットアップを設をしなおします。 

13. アクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべて取り付けなおします。 


付録 A バッテリの交換 


B 外付けセキュリティデバイス 


を記： データセキュリティ磯能について詳しくは、 http :// www . hp . com / jp / を参照してくださし、。 

セキュリティロックの取り付け 

レ: i 下の図および次ぺージの図に示すセキュリティロックは、コンピューターを保護するために巧巧 
できます。 

ロックケーブル 

図 B -1 ロックケーブルの取り付け 



セキュリティロックの取り付け 
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南京錠 


図 B -2 南京錠の取り付け 



HP Business PC セキュリティロック 

1 セキュリティケーブルを固定物に巻きつけます。 
図 B -3 ケーブルの固定物への固定 
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2. セキュリティロックをモニター背面にあるセキュリティロックスロットに挿入し、鍵をロッ 
クの背面にある鍵穴に挿入し、90度回転させてモニターに固をします。 

図 B -4 モニターへのセキュリティロックの 取り付け 



3. セキュリティロックケーブルを、モニター背面にあるセキュリティロックケーブルの巧に差 
し込みます。 

図 B -5 モニターの 固定 



セキュリティロックの取り付け 
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4. キットに付属するブラケットの中央にデバイスケーブルを通して置き（1)、ブラケットの穴に 
セキュリティロックケーブルを通すことにより（2)、化の周辺機器を固をします。ケーブルを 
通すブラケットの巧は、周辺機器のケーブルを最もよく固定できる位置にあるものを選びます。 


図 B -6 周辺機器の固定（図はプリンター) 



5. キーボードおよびマウスのケーブルをコンピューターのシャーシロックに通します。 
図 B -7 キーボードとマウスのケーブルによる固定 
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6. アクセスパネルからネジを取り外し（1)、紛失しないようにアクセスパネルの後端のネジ穴に 
取り付けます (の。 

図 B -8 ネジの取り外し 



7. 付属のネジを使用して、ロックをシャーシのネジ穴に固定します。 
図 B -9 シヤーシへの錠の取り付け 



セキュリティロックの取り付け 
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8 セキュリティケーブルの端の栓を差し込み（1)、ボタンを巧し込んで口）ロックを固定しま 
す。ロックの固定を外すには、付属の鍵を使巧します。 

図 B -10 ロックの固定 



9. 完了すると、作業台のすべてのデバイスが固定されます。 
図 B-n 固まされた作業台の例 
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コンヒューターをスタンドに取り付けてある場合は、スタンドからコンヒューターを取り外しま 
す。 

コンピューターのアクセスパネルおよびフロントパネルを取り外します。 

シャーシ前面のパネルの裏側にある5本の No .6-32 ィンチネジのどれかを取り外します。 

図 B -12 フロントパネルのセキュリティネジの取り外し 


フロント パネルを取り付けなおします。 


5 

6 . 

7. 


フロントパネルのセキュリティ 

提供されているセキュリティネジを取り付けると、フロントパネルを所定の位置で固定できます。 
セキュリティネジを取り付けるには、な下の操作を行います。 

1. コン ピューターが開かれないように保護しているセキュリティデバイスをすべて取り外しま 
す。 

2. CD や USB フラッシュドライブなどのすベてのリムーバブルメディアをコンピューターから 
取り出します。 

3. オペレーティングシステムを適切な手順でシャットダウンし、コンピューターおよび外付けデ 
バイスの電源をすべて切ります。 

4. 電源コードを電源コンセントから抜き、コンピューターからすべての外かけデバイスを取り外し 
ます。 


么ま 意： システムが電源コンセントに接続されている場合、電源が入っているかどうかに関係な 
く、システムボードには常に電気が流れています。感電やコンピューターの内部部品の損傷を 
防ぐため、必ず電源コードを巧いてください。 



セキュリティロックの取り付け 
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9. セキュリティネジをフロントパネル中央のリリースタブの横に取り付けて、フロントパネル 
を所定の位置に固定します。 

図 B -13 フロントパネルのセキュリティネジの取り付け 



10. アクセスパネルを取り付けなおします。 

11. スタンドを取り付けてコンピューターを使用している場合は、スタンドを再び取り付けます。 

12. 電源コードを接続しなおして、コンピューターの電源を入れます。 

13. アクセスパネルを取り外すときに外したセキュリティデバイスをすべて取り付けなおします。 
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c 静電気対策 


人間の指などの導電体からの静電気の放電によって、システムボードなど静電気に弱いデバイスが 
損傷する可能性があります。このような損傷によって、デバイスの耐用年数が短くなることがありま 
す。 

静電気による損傷の防止 

静電気による損傷を防ぐには、な下のことを守ってください。 

• 運搬や保管の際は、静電気防止用のケースに入れ、手で直接触れることは避けます。 

• 静電気に弱い部品は、静電気防止措置のなされている作業台に置くまでは、専巧のケースに入れ 
たままにしておきます。 

• 部品をケースから取り出す前に、まずケースごとアースされている面に置きます。 

• ピン、リード線、および回路には触れないようにします。 

• 静電気に弱い部品に触れるときには、常に自分の身体に対して適切なアースを行います。 


アースの方法 

アース にはい〈つかの方まがあります。静電気に弱い部品を取り扱うときには、な下のうち1つな上 
の方まで アース を行ってください。 

• すでにアースされているコンピューターのシャーシにアースバンドをつなぎます。アース/く 
ンドは柔軟な帯状のもので、アースコード内のあおは、 1 MQ ±10% です。アースを正しく行う 
ために、アースバンドは肌に密着させてください。 

• 立って作業する場合には、かかとやつま先に アース バンドを付けます。導電性または静電気お 
散性のまの場合には、両足に アース バンドを付けます。 

• 磁気を帯びていない作業用具を使巧します。 

• 折りたたみ式の静電気防止マットが付いた、携帯式の作業用具もあります。 

上記のような、適切にアースを行うための器具がない場合は、 HP のサポート窓口にお問い合わせくだ 
さし、。 

を記： 静電気について詳しくは、 HP のサポート窓口にお問い合わせください。 
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D コンピューター操作のガイドラインおよ 
び手入れと運搬時のを意 


コンピューター操作のガイドラインおよび手入れに関するを 
意 

コン ピュ ーター および モニターのセットアップ や手入れを適切に行えるよう、な 下の ことを守ってく 
ださし、。 

• 湿度の高い巧や、直射日光の当たる場所、または極端に温度が高い場所やほい場所には置かない 
でください。 

• コン ピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置して〈ださい。また、通気が 
確保されるよう、 コン ピューターの通気孔のある面とモニターの上部に、少なくとも 10.2 cm 
の空間を確保してください。 

• 内部への通気が悪くなるので、絶対にコンピューターの通気孔をふさがないでください。キー 
ボードを横置き構成の本体のフロントパネルに立てかけることも、おやめください。 

• コンピューターのアクセスパネルまたは化張力ードスロットのカバーのどれかを取り外した 
まま使用しないでください。 

• コンピューターを積み重ねたり、互いの排気や熱にさらされるほどコンピューターどうしを近く 
に置いたりしないでください。 

• コン ピューターを別の エンクロー ジャに入れて操作する場合、吸気孔および排気孔が エンクロー 
ジャに装備されている必要があります。また、この場合にも上記のガイドラインを守ってくださ 
い。 

• コンピューター本体やキーボードに液体をこぼさないでください。 

• モニター上部の通気孔は、絶巧にふさがないでください。 

• スリープ状態を含む、オペレーティングシステムやその他のソフトウェアの電源管理機能をイ 
ンストールまたは有効にしてください。 

• な下の項目については、必ずコンピューターの電源を切り、電源コードを電源コンセントから抜 
いてから行ってください。 

。 コン ピュ ーター や モニター の外側、およびキ ー ボ ー ドの表面が巧れたら、水で軽く湿らせた 

柔らかい布で巧れを落とした後、糸くずの出ない柔かい布でがいて乾かしてください。洗剤 
などを使巧すると、変色や変質の原因となります。 

。 コンピューターの通気孔やモニター上部の通気孔は、ときどき掃除してください。糸くずや 

ほこりなどの異物によって通気孔がふさがれると、内部への通気が悪くなり、故障の原因と 
なります。 
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コンピユーター操作のガイドラインおよび手入れと運搬時のを意 





オプティカルドライブの使用上の注意 

オプティカルドライブの操作や手入れは、な下の項目にま意して行ってください。 

操作および取り扱いに関するを意 

• 操作中はドライブを動かさないでください。データ読み取り中にドライブを動かすと誤動作す 
ることがあります。 

• 急に温度が変化するとドライブ内に結露することがあるので気をつけて〈ださい。ドライブの 
電源が入っているときに急な温度変化があった場合は、1時間な上待ってから電源を切ってくだ 
さし、すぐに操作すると、誤動作が起きることがあります。 

• ドライブは高温多湿、直射日光が当たる場所、または機械の振動がある巧には置かないでくださ 
い。 

クリーニングのを意 

• フロントパネルやスイッチ類が巧れたら、水で軽く湿らせた柔らかい布でがいてください。 

けっして、クリーニング 液を直接 スプレーしないで 〈ださい。 

• アルコールやベンジンなど、揮発性の液体を使用しないでください。変色や、変質の原因となり 
ます。 

ま全にお使いいただ〈ためのごを意 

ドライブの中に異物や液体が入ってしまった場合は、直ちにコンピューターの電源を切り、電源コー 
ドを電源コンセントから巧いて、 HP のサポート窓口に点検を依賴してください。 


運搬時のを意 

コン ピューターを運搬する場合は、な 下の ことを守ってください。 

1. ハードディスクドライブ内のファイルをオプティカルメディアまたは外付け USB ドライブに 
バックアップします。バックアップをとったメディアは、保管中または運搬中に、電気や磁気の 
影響を受けないよう気をつけます。 

を記:~ ハードディスクドライブは、システムの電源が切れると自動的にロックされます。~ 


2. すべてのリムーバブルメディアを取り出して保管します。 

3 コンピューターと外部装置の電源を切ります。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜き取り、次にコンピューターからも巧き取ります。 

5 外かけデバイスの電源コードを電源コンセントから巧いてから、外付けデバイスからも巧き取り 
ます。 


g *"; ま記. すべてのボードがスロットにしっかりとはめ込まれていることを確認します。 


6. お買い上げのときにコンピューターが入っていた箱か、同等の箱に保護ネオを十分に詰め、コン 
ピューターとキーボードやマウスなどの外部システム装置を入れて捆包します。 
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